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熱
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。
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。
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３

か
所
で
す
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し
て
み
て
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い
ね
。

みち子のひとりごと

薄っ！

介護保険は利用者の立場でー
・・・ 一 般 質 問

13日（金）に一般質問を行いました。
介護保険について、「日中仕事でいない息子さんから、お母さんの食事の
用意ができないのでサービスを利用したいけど、ダメだと言われた」という
相談を受けたことや、老夫婦世帯でもサービスを使えない場合があることを
しめし、「同居家族がいる場合には原則サービスの提供はできません」とし
ていることを批判。また、食べたいものを自分で選ぶためヘルパーに買い物
に同行してもらいたくても認められない、家族が病状を医師から聞きたいと
介護タクシーに同乗しようとしても拒否されるなど、市の介護行政の問題点
を告発するとともに、2015年度から国が介護保険から「要支援」認定され
た高齢者への保険給付を廃止する方針を出していることを厳しく批判し、市
の見解を求めました。
永井尚子健康局長は「要支援」はずしについて「今後必要な法制上の措置
などを講じる際には、基礎自治体の意見を十分反映するよう要望した」と答
弁しました。
最後に「意見」の中身が問題だと、「利用者の立場に立つ」よう強く求め
ました。

児童女性会館は、平成23年に耐震補強が必要との診断が出
ており、今後について「耐震補強か建て替えかも含め検討中
だが、母と子のための施設にするべき」という検討内容であ
るとのこと。建て替えする際には、耐震に問題ありとはいえ、
はじめに閉鎖ありきではなく、しっかりと次の計画を持って
から事に当たるよう求めました。
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森下議員は、保育所問題や同和対策事

業で市の姿勢をただしました。

市立河西保育所の民営化問題で森下
市議は、老朽化した園舎の耐震化と民

営化を抱き合わせですすめた市のやり

方を批判。安全な工事と公立保育所の

存続を求める保護者らの声に応えよと

迫りました。

小松孝雄福祉局長は、財政問題を理

由に民営化推進を表明するとともに、

河西保育所で保護者の賛同を得られな

いことをあげ「閉園したい」と答弁。

民営化がいやなら閉園という方針に大

橋建一市長は「解決策を見いだすのは

難しいが、保護者との話し合いを続け

たい」としました。

森下市議は、2001年度末で同和対

策事業の特別法が終結したにもかかわ

らず和歌山市が実質的に法期限前と変

わらない状態であることを「市民の間

に壁をつくり問題の解決を遅らせてい

る」と批判し市営住宅問題を追及。川

崎正展建設局長は「歴史的経過を踏ま

えて適切に管理する」と従来の答弁を

繰り返しました。
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女
優
の
藤
原
紀
香
さ
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が
、
自
身
の
ブ
ロ
グ

で
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密
保
護
法
案
を
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り
上
げ
て
い
ま
す
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法

案
の
中
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に
ふ
れ
、
「
国
民
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人
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し
て
い
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「
放
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ら
れ
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。
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よ
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て
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の
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を
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５
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さ
れ
ま
す
が
、
極
寒
の

網
走
刑
務
所
で
拷
問
さ
れ
て
衰
弱
。
肺
結
核
を

患
い
、
２
７
才
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
本
人
だ

け
で
な
く
、
一
家
も
「
ス
パ
イ
の
家
族
」
の
レ
ッ

テ
ル
に
長
く
苦
し
み
、
真
相
を
ひ
ろ
め
、
名
誉

を
回
復
す
る
た
た
か
い
は
現
在
も
続
い
て
い
ま

す
▼
安
倍
政
権
は
、
こ
の
秋
の
臨
時
国
会
で
秘

密
保
護
法
案
の
提
出
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
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